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北海道に於ける家畜家禽寄生虫病流行朕況賓態調査 II. 

北見市管内馬に就ての調査成競

山下次郎・森 奨須

(北海道大a拳農患部動物製数室)

小林辰雄

{北見市役所産業課)

Epidemiologic survey of parasites of domestic 

animals in Hokkaido II. 

A survey of the horses withfn the jurisdiction of Kitami City 

By 

JIRO YAMASHITA， HANS MORI 
(Zoolo又icalInstitute， Fa巴ultyof Agriculture， Hokkaido Universi.ty， Sapporo， Japan) 

and 

TATSUO KOBAYASHI 

(lndustrial Department， City Administration Building of Kitami) 

寄生虫病の]象防撲滅上その流行欣況の賓態を

把握するととが根本問題であるととは今更中すま

でもない。著者等は先年来北海道に於ける家斉家

禽の寄生虫病の貫態調布を寛施しつつあり，既に

第1報として札幌近郊に於ける牛馬羊豚鶏の寄生

虫病に就て報台したが，著者君主は昭和27年10月

より 11月に亘る約1筒月間北見市の絶たな援助

の下に北見市管内馬の寄生虫病に就て調査するこ

とが出来た。誌にその成績を述べて今後の防疫封

策の資とし度い。

1. 検査材料及び方法

北見市管内馬の総数は3125頭飴で， 今回の

調査に際して各地直診療所-又は検診所に集合した

馬の組、童文は2844頭(北見管内組、敢の9196)であ

った。著者等はとれら集合馬に就て採血を賓施し，

その血液像を検し採糞の都合によりその中2214

頭(管内民総数の 70.8%，集合馬の 77.8%1の糞

便検夜~行うととが出来た。 又との中2198頭に

就て駆虫(二硫化炭素)を貰施した。以上の頭数

は北見市管内馬の寄生虫病の賞態を知る需には先

十満足すべきものと三J雪えられる。

血液検査には頭静脈血を用い，チョツケ試験

法を採用し， 2時間後の判定により赤血球教を計

算した。叉各和白血球の百分比測定は血液塗抹標

本に就て行い，著者等は 1日昔検存頭数多数の話

1とむなく 100佃計算によって数値を求めるととと

した。

寄生虫卵検出の封象とされた糞便は検査数日

前に強め配布された封筒に畜主名，馬名，年齢，

毛色笥;を記入させ，検n営日叉は前日に採取した

可及的新鮮な糞便を持参させたが，採糞後阪に2

~3 日を経過したと見られるものもあった。 又検

査i誌に集合中に排世された新鮮{更を直ちに鏡検に

供したものもあった。糞便検n法は現地に於て畜

主に直ちに成績を知らせ，且つそれについての質

問に肱歩る目的から短時間内判定を必要とした底

から塗抹法を採用し，而も可及的iE確を具1]する~

に通常2回検夜を行い，成績陰性のものに就ては

更に2回乃至4回検?慌を反超した。カパ{グラス

は18x24mmのものをf走用しtc。
今回の調在に際しての検査場所は家高診療所，
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検診所，家者市場;，競馬場，積付所等の18筒所を

利用し，ととに1日平均60-140頭の馬を集合さ

せて直ちに上記の検在を賞施したものである。地

匝により 1fI)~至 4 日 1H1を要して検夜を終了し

た。 検夜人 ~iは毎日誌便検在 2 名，血液中金在 3-

4.fj，駆虫2-31'1を以てし，検査成績の記録， IS

の保~iËA~' に数名，組、計 10 数名が従事した。 m~虫

は共済組合診療所獣醤師及び開業獣欝師によって

措賞されたものである。

II. 検査成績

1. 寄生虫の種類と卒均寄生率

今回の調夜に於て検出された寄生虫の極矧及

び、その寄生率は第1表の通りであり，寄生虫卵を

検出じた馬は2214頭中2037頭 (92%)で， 寄生

虫の種類別に見れば硯口虫(回虫)Strongyllls sp. 

第1表 北見市台管;内馬の寄生虫の種類と平均寄生率

I~~.~I~~ム一吋a
検査馬同|凶説馬硬刷口虫肘|也毛線叫虫判|時馬咽蜘虫再j護僻雲|譲訟2 

頭数 ) 幻加加l凶4刈12白即7川l印 1 2却03判.1 4ω 9 2 
%|19ωi  77.3 i 9.2 I 18.2 I 0.4 I 0印

77.3%，毛線虫 Trichonemasp. 9.29杉，馬郎l虫 Pa-

rascaris eqllorlllll 18.2 %， ~必:襲儲虫(-Jd議虫) Anoplo-

ceplzala magna 0.4%及ぴ葉欣憾虫 A.perfoliata 0.09 

%の寄生霊与を示した。とれによっても北見市管内

馬に於ける寄生虫保有率が如何に高いかを知ると

えが出来ょう。硬口虫の寄生が抜高率を示すが，

馬刺虫の王子均寄生王手が 18.2%に止まるととは意

外の感を興えるものである。然しとの現rf1は後に
述べるI誌の年齢別寄生率の成椋と今回の調査馬中

成民が多数を『Ilめるととを考慮するととによって

容易に説明出来る。 r.l 虫卵及び\M&!IB'~虫卵は検 1:1\ l/ 

件たかったが， W;f更中に.¥!b睦虫の成虫をと説明した

ものは 10数例あった。拾に念の矯附記して置く。

2. 寄生虫の草複感染別百分比

寄生虫病流行欣況を知る危に寄生虫の 1種感

染か2~11i:以上の感染かを知るととが軍要で，而も

とれによって駆虫薬の選定がなされなければたら

ない。第2表はとの閥係を表示したものであり，

~-感染例は検在民の 79.1% の高率を示し，二霊感

第2表北九管内馬の寄生虫J取複感染別百分比

I _bは'- I陽性馬
f民・複感染 11ar・-且 I n"''''' I 0/ I 小計 i 総計j積類!顕数 I% I "."， I 

折見口虫 1438 64.4 

毛車Jii虫 109 4.9 

!iL感染 馬虫回虫 201 9.1 1752 (79.1%) 

調直星主僚虫 3 0.1 

葉状{康虫 0.05 

硬・毛 77 3.5 2037 

石史・虫回 186 18.3 
(92.0%) 

コ霊感染
姻・毛 9 0.4 279 

硬・郷 4 0.2 (12.6%) 

毛・獄 2 0.1 

三重感染|硬毛蝋| 0.316(0.3%) 

染例12.6%，三重感染例は極めて少なく 0.3%に

過ぎないロ車感染は5郡:寄生虫何れにも見られる

が，硬口訟の単感染が最も多く，他は何れも少な

い。二霊感染例では醍口虫と.U&刺虫の例が:ij走も多

い。要するに首地方の馬では寄生虫の~t4l感染例が

その大部分をと占めているととは他の家者に於ける

場合と趣を異にするものである。

3. 地匡別寄生率

北見市管内馬を 21地匿に分けて検悲した。

その結果は第3表及び第1~刊に示す通りであり，

'Uo去ではそれぞれ顕教を示し，第1加lに於ては
寄生率のみを示した。第 1岡中各国内横線上の数

値は寄生虫感染防の%を示し，他は各種寄生虫別

の%を示r.，.1<ζ。

O!口虫，毛線虫， J.-r;蜘l虫主主の寄生互容には各地
匝IRlに特記すべき主異がないが， fl毛虫類の寄生が

北l湯，仁I;}t，大手11，美里の北見市管内北部4地匝

のみに限って説明されたととは常地方の特色と見

られ興味深い事責である。納1硯野中にI:H現ずる

虫卵主主は各地共殆んど|司程度を示し，倦虫類を除

き一般に糞便内 1:1\現虫卵~'<(は多い。

4. 馬の年齢別寄生率

糞便検在を賓施した全民を 1歳(今回の調夜

に於ては何れも生後3.5-7筒月のもの)より 19

歳までを各歳別に，それ以上の年齢のものを更に
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著しい差異を示すものではない。然しながら一方

2歳以上の馬で、硯口虫を保有するものは計296頭

であり 1歳馬で水虫を保有したものは 169頭で

あるから硬口虫が2j段以上の馬に多く見られるこ

とはZ事賞である。要ナるに硯口'虫に感染した2歳

以J-.の馬と同居する 1歳馬は牛数以上が本虫に感

染し，字数以下が感染を受け示、にすんだ結果が伺

られたのである。従ってとの結果からみても前項

に於ける第4表に描け、た硬口虫の寄生率と馬の年

命令との闘係に於て顕著な差異は見られないが 1

歳馬に於て感染率低く，成時に於て感染率の高い

傾向を示したととも理解出来るのである。

火に上記硬口虫と同一保111二下に3なかれた同県
馬l百lの刺虫感染に就て見れば 2歳以上の馬で、蜘l

虫の寄生を示した例は少数で，大部分は1歳馬の

みの感染である。本去に於て雨者共刺虫を保有し

た30例が見られるが， とれ

の年齢的内評を調在してみよ

う。第6去はとの開係を示

す。 ll¥lちとの30頭中には2

1長馬が最も多く 2歳から 5

t読までの馬が30頭中の大部
分を占めているのである。 ~tÉ・

ってとれとてýJJ~告馬に馬胴虫

感染の多いととを示すものに

外ならない。前項第4去の顕

著な年齢的闘係は故に示した

1歳馬及び、2歳以上の民各1

:iiJlゃうの同居感染成蹟からみ

1群とし，各種寄生虫の保有至容を比較した。その

結果は第4表に示す通りである。先十硬口虫の寄

生は幼駒及び老馬では成j馬に比し幾分低いが，成

馬の聞では特記すべき差異はない。毛線虫の寄生

もとれと大同小異で、ある。然し馬刺虫の寄生はと

れらとは全く趣を異にし，幼駒に高度に見られ，

1議馬は71.8%の高率を示し， 2歳馬で、は急激に

低下し (29.4%)，以下馬の年齢噌加と共に漸減す

る。 との傾向は ANTIPINE，POUKHOV等の成事責

とよく一致する。 係虫類の虫卵検出例は少数の矯

今直ちに候虫類の寄生と年齢的関係を云々すると

とは出ラいない。

1腕野中の虫卵敢は硬口虫，毛tJA虫等では年

齢的差異を示さたいが，馬畑虫では幼駒のそれは

成馬に比し一般に極めて多い。叉本調茶に於て興

味あるととは生後3.5筒J.Jの仔馬の糞便中に硬口

虫卵を誰明したもの5例，生後4箇月のものを含

めば約20例に遭遇したととである。 従来硬口虫

はその親類により宿主体内殻育期聞に差異はある

が，感染後0.5-1年It¥lを要して成熟し，産卵を開

始するものとされていた。然し今回の調査によっ

て上記の如く更に単期間|に設育を完了するととが

明らかにされたととは重要な知見で、あり，従来の

会11見を改訂する必要を痛感するのでるる。著者等

は未だ本虫の胎盤感染の報告を聞かない。又現在

著者等ほとの粧の資料を有するものでもなく米

だとの種の飛躍的解料!を弄する考えもない。

同居馬相互間に於ける寄生虫感染と年齢と

の関係

前項に於て寄生虫の感染と馬の年齢との開係

に就て述べたが，更に年齢的闘係を深く迫究する

震に，同一臨舎内に飼養されつつある年齢の異る

馬相互1mの寄生虫保有率を調在した。先歩1歳馬
(3.5-7筒月)と，2歳以上の馬1頭計2頭が同居す

る場合に就て検討した。その成績は第5表に示さ

れている。とれによれば1歳馬と同居している 2

歳以上の馬のみが醍口虫を保有する例は131fY1Jで，
雨者共とれを保有するもの165例 1歳馬のみ保

有するもの4例で‘あった。即ち雨者共本虫の寄生

を示したもの出品本多数で、あり 2歳以上の馬の

みが本虫を有した例がとれに#ぐが事その例敢に

聾主

169 

235 

北海道大接農接部紀要

第5表 同居 (1i議及び2;議以上各Jj頂)馬

のよf.齢と寄生虫感染との闘係
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第6表 第宮家中た印

30践の年齢内諮
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第 7表 馬姻虫感染 l銭馬と薮頭の同居2歳以上馬との閃の馬由回虫感染状況
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ても営然の結果と云える。

3克Eに著者者a主等宰はl民G拠郎蜘h司l虫を保有する 1頭の 1j歳歳馬

以外tに乙鞍頭の2:歳Z歳:読主U以、J上二のl応1
の感染闘係を知知1る1魚3に， との(条件に合致する問問
馬を選出して ]6例を得た。 三たに掲げる第7去が

それでるり，第5伊l及び第]3例の如く， それぞ

れ 10歳馬， 11歳馬に馬郎l虫の感染を示した例も

あるが，他は概ね7歳以上のものでは例え馬胴虫

に感染した1歳馬との同居の場合でも馬郎i虫に感

染し要性い傾向を示している。而もその感染程度は

第 ]3例の如く 11歳馬と同程度注示し，却ってそ

れより若い2歳 7歳の同居馬に低い感染桂度を

示した例を除き，他は何れも年歳の増加と共に感

染程度を軽減している。要ナるに例え主主頭の時が

同居する場合であっても蜘I山感染の年齢的関係は

かなり顕著に現われるものであるととをう:¥1るので

ある。

6. 寄生虫感染程度と赤血球数との聞係

著者・等はJ馬の寄生虫感染と赤J血球数との関係

を知る矯に，最も例教の多い馬刷虫と硬口虫感染

馬に就て，翠感染，重複感染及びその感染程度

(1カパ{グラス (1Sx24mm)内の平均虫卵敢に

よる)を種々経i合せ2fCS表を作製した。

石井.1度設の馬の年齢別"!E常赤血、球載を基

礎にすれば， 生後3.5-7箇月(第8表 1歳出)の

院に於て赤血球敢650高以下は先歩、異常と見るべ

きであり 2歳以上の馬に於ては 650高以下500

高までの聞には多少異常圏内に置かれるものもb

るわけであり， 500高以下は異常と考えられる。

このような観酷から第8去を見れば，生後3.5-7

筒月の仔馬に於ては赤血球教の低下したものの中

にIS虫1111虫の中~rn支及び、向度感染のものを牛数以上

合み，特に 500高以下の赤血球教を示したものが

かなり多いととは注目に自証する。硬口虫感染と赤

血球数の低下とのIHlにはIlJjらかな閥係は認められ

ない。

2-4 歳馬に於ては硬口岳のヰI~r;;度 J感染及び

高度感染と赤血球教の低下 (50011!;以下)との|甘jに

は多少の関聯があるもののように見られる。軽度

感染のiih'合はiE常赤血球教を示すものが多数認め

られる。畑出寄生と赤血球童文低下との間には殆ん

ど閥聯はみられない。又5歳以上の馬に於ても硬

口虫及びjhG虫.11111.r:J主にj二言己 2-4Il走馬に於けると同

様の闘係、を有する。要するに時刷出及び、1ilI!口虫の

感染は w!)度感染の場合に赤血球教の低下を予~す傾

向が見られるが一般に者'1川でない凶然しi:)J駒と馬

郎l虫の高度感染との1111にはかなり新接な閥係があ

るように忠われる。硯口虫と馬自ml.w.の混合感染の

場合でも軽度感染では赤血球低下は起らないのが

普通で、ある。

な.:i6-mS表中興味あるととは寄生虫卵陰性馬
が赤血球教の低下と共に減少していることであ

る。これによって見ても寄生，虫感染と赤血球教の

低下とのItIJに何等かの関係があるととは推察に難ー

くない。

7. 寄生虫感染程度と白血球特に Eosinophilia

との関係

著者等は今回各組白血..球の百分比測完を行い

特に従来寄生虫病との閥係を云々せられている

eosinophiliaと寄生虫感染程度との関係を検討し

た。その結果は第9去に示三「通りである。な必他

紐白血球に就ては表示しないが， 1 fYJJに著しい

neutrophiliaを認めた以外に特筆すべき事質を認

め得なかった。

石井により嘗って測定ーされたエオジン哨好性

白血球の正常自在によって著者等は 1歳馬に於ては

2%以下， 2-41長馬では 3%以下， 5.-10歳馬で

は5%以下， 11-28歳馬では 4%以下を正常値と

見倣し，それ以上を夫々やや異常又は呉常坊にあ

るものとして第9去を検討した。赤血球の低下に

於ける場合と同様 eosinophiliaと寄生虫感染程度

との閥係に於ても，軽度感染によって eosinophilia

が起生されると思われる事責は認められないが，

硬口虫の感染例を多数有する2歳以上の応に於て

は高度感染例に eosinophiliaの起生が認められ，

F去に 16-20%以上にも上る eosinophiliaを惹起
したものもある。

高郎I!B.感染例の多い 1歳院に就て見れば，高

度感染院中に 11-16%のeosinophiliaを認めた例

がある。同組寄生虫の1f(複感染の場合でも軽度感

染ならば殆んどとれによる eosiIlOphiliaを想起す

るととは困難であるが，高度感染の場合には阜濁
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考察及び結論

今回の調査に於ては5額寄生虫の確認に止ま

り，民暁虫及び、胃虫の寄生は今回の虫卵検査に於

ては全く認められなかった。~然しながら馬暁虫の

成虫が糞便内から殻見された例が10主主例あった。

とのととからしでも著者等の今回寅施した糞便検

査以外に更に紅国検査法を賓施することによって

II1. 
感染と同様 eosinophiliaが起生される。然しとの

場合とても eosinophiliaの干!?ー度が増強される傾向

は認められない。叉寄生虫陰性馬がエオジン哨灯-

tt白血球正常馬に多少共多く見られたととは寄生
虫感染と eosinophi1iaとの闘聯を支持するものと

して興味ある事寅である。
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相官教の寄生例を摘殻し得るものと足、われる。コネ

調主主に於て峡虫感染の賓態症と把握し得たかうたと

とは血液像の援化と寄生虫感染との開係~迫筑す

る上に一つの紋陥~指摘せられるものであって，

著者・等は近き将来に於て馬艶虫感染の寅態把握告と

IDiしつつ調査を進め度いと念じている。胃虫卵の

検出が全くなかったととも著者等‘の意外とする庭

であるが，近年本道の馬の病理解剖に際して本虫

の寄生例に殆んど遭遇しない司王賓をと聞けば， 胃虫

寄生馬の減少が考えられるが，その寅態及び原因

についてはとれ又著者等の将来の調夜課題とし度

ν、。

憾虫類の寄生例は極めて少たいが，北見市管

内北方地域に限定して見られるととは興味るる酷

であり，ほほ'1司棋の環境下にある他地域11:存在し

ない事買に就てはその要因が何鹿にあるか今日直

ちに推論を許さぬ鹿である。

今回の調査に於けるー収穫は硬口虫卵を鷲見

じた.3.5箇月乃至4筒月の仔馬の約20例である。

との新知見によって従・米宿主体内愛育日数6箇月

以上とされていた本虫に封ずる考えは訂正さるべ

きであろう。市して将来硬口虫の寄生を調在する

際には生後短日月のもの， 少なく共3.5筒月の仔

馬に就ても充分の注意を梯うべきであり，仔烏も

亦硬口虫の感染源としての役割主充分:果すもので

あるととを認識すべきである。

従来家畜寄生虫病特に硬ロ虫，馬自日i虫等の蹄

虫類に就ての同居感染についての寛態を調査した

ものを聞かない。著者等は特に本調査に於てとの

駄をこ亜日見した結果同居と別居とを問わや感染上著

I切な15の年齢的要因が馬断!虫に於て存在し，硯口

虫に於てほとれより温かに弱い年齢的要因が存在

するととを設明した。従って硬口虫の感染は濃厚

汚染地に於ては幼駒，成馬の函¥31]f;r，く共に相官高

い寄生互容を有するものであるととが考慮されなけ

ればならない。馬虫¥1'1立u'ltが幼駒に於てlFi要で・ある
とともI切らかであるLとのととは赤血球教の低下
或いは eosinophiliaの起生等の成較からしでも明

白である。

狛著者等;は二硫化茨素の経鼻投興による臨且l

‘を宜施したが，その効果

合により賓施出予来』ド己す歩芯"'，誠に遺憾とする鹿でで、あある。

今回の調斉査.に際し現地tに乞於て直ちに糞f使更検査結果

右をこ1者気主に知らせ，且.つ虫卵の賞際を鏡下に見せ，

持参した寄生虫の成虫標本を供覧させた結果，従

来毎年行われる完期駆虫に肱じた約2倍の頭教が

荷主の希望によって駆虫を行い得たととは，者主

の寄生虫病にi討する閥心を高め得たものと確信

し著者25:は寄生虫病の1象防，撲滅上重要な者主

の街生思想の向上の-1交を艶分でも果し得たとと

を喜びとするものである。

格りに臨み多額の粧費乞提供し，深い理解と

家斎寄生虫病撲滅に封ずる熱意を示された北見市

伊谷市長，宇佐美助役，小P~f産業課長，竹下高産

係長に割し湖院の敬意を表し，又調査に際し直接

現地に於て絶大な協力を頂いた北見市産業課事産

係松岡， li司 fJ~，高城，農業協同組合聯合合沼f村主

師，共済組合診療所獣醤師山岡，不¥1地，岡，民川，

増山，長山，二本幡，中村，吉岡，開業獣皆師カi嚇，

大原，谷内，北大農製部堅生服部の諸賢各位に封

し衷心より感謝ρ意を表する次第で、ある。又本調

指の闘滑な推進に協力せられた各町村幹部，者惇:

指導員，者主各{なに深謝する・0

文献

111下次郎・高橋茂雄 09ラ2):北海道に於ける家務家禽寄生

虫病流行!伏況2主総訓査[1].札脱近郊に於ける別査成績.

北大農王製部邦文章己要， 1 ~詮， 2 苦慮， 140-144. 

summary 

1. The parasitic egg findings and rates of infection 'for the faeces of 2214 horses within the juris-

diction of Kitami City are summarized in Tab!e 1. The infection rate of each species of parasites was 

as follows respecti、rely:S/rongylus sp.， 77.3%; Trichonema sp.， 9.2%; Parascaris eqlloTUm， 18.2%; Anoplo・
cephala magna， 0.4% and A. terjoliata， 0.09%. Any egg of Habronellltl sp. have not been found. No 
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finding of Oxyuris-egg is due to the fact that we have not carried out the periana1 examination method 

in this survey. We have found， however， the adult worms of this parasite in the faeces of more than 
ten horses. 

2. The percentages of the horses infected with one， two or three species of parasites are shown in 
Table 2. There are many cases of simple infection (79.1%)， fewer double infection (12.6%) and fewest 
triple infection (0.3 %). 

3. The infected horses in each region of Kitami in numbet or in percentage are shown in Table 3 

or Figure 1 respectively. Three species of parasites， excepting two species of cestodes， are in similar 
infection rate in each region. It is a interesting fact that the distribution of the cestodes， Anoplocephala 
magna and A. perfoliata， is limited in the northern part of Kitami. 
4. Table 4 shows the infection rate of each species of parasite in each age of the hors巴・ The in-

fection rate of Strongylus sp. or TrichOl:en;a sp. is higher in adult horses， but that of Parascaris equorum is 
the highest in one year horses， and decreases suddenly in two year horses， and then decreases gradually 
age by age. In this survey the number of adult horses is larger than that of the colts. The above 

facts make clear the reason why the average infection rat巴 ofP. equo問川 (Table1 and Fig. 1) was low. 

1再1ecould not find， however， any ralation between the infection rate of Anoplocephalan cestodes and age 
of horses for th巴 reasonof small numbers of horses infccted with these cestodes. 

5. We hav巴 investigatedthehorses which were kept in the same stable， in order to make more 
clcar the relation between the parasitic infection and age. Table 5 summarized the results of obs，ervation 

on two horses from the sarrie stable of which one was one year old and the othcr was older than two 

years. Thc infection rate of Strongylus sp. is not conspicuously influenced， while that of Parascaris equorum 
are influenced greatly. Tabl巴・，6summarized the result of cross-infection of P. equorum in each αse of 

three or more horses from the sam巴stable，including one year old horse and others. From these results， 
it is very clear that the infection rate of P. eqllor1l1ll in colts is very higher than that of adult horses even 

in the same stable・

6. There is no close relationship， however， between prasitic infection and erythrocyte counts in Stron-
gylus infection， the heavy infection of P. equorU11l in the colts tends to cause the reduction of erythrocytes. 
7. The eosinophilia occ 


